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Experimental Study on Phased Seismic Upgrading Method
for RC Columns
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	実験では、基準変位を12.7mmとし、9まで繰り返し載荷を行った。3までは基部にひび割れが発生し、6まではアンカーボルトが9本破断した。実験終了時の9では主鉄筋が23
	本破断し、コアコンクリートの損傷も顕著となった。写真-3に実験終了後の供試体の状況写真を示す。基部におけるアンカーボルトや主鉄筋の破断、コアコンクリートの破壊状況が確認できる。なお、巻立て鋼板の上面や既存の段落し部等の断面変化部では変状は認められなかった。
	図-3、4に水平荷重－水平変位の履歴曲線および履歴曲線の包絡線の比較を示す。併用工法供試体は、無補強供試体より高い荷重や変形性能を発揮しており、鋼板巻立て供試体とおおむね同程度の耐力～変形性能を示すことが確認された。
	本研究では、RC橋脚の段階的耐震補強工法の一工法として、CFRPシートと鋼板巻立て工法を併用した補強方法を考案し、その補強効果を実験的に検証した。検討の結果、本補強工法を適用する場合は、従来の柱全体に対する鋼板巻立て工法を適用する場合と同程度の耐震性能を発揮できることが確認できた。
	なお、本工法を適用することにより、断面変化部が形成され、全ての断面変化部に対して性能照査を行う必要があるとともに、鋼板とCFRPシー
	ト間の確実な接着方法や構造ディテイル、段落し部の既存補強と新たに追加するCFRPシート間の接着性能等の確実性などについて確認が必要とされる。

